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Preferred Networks, Inc.  (PFN) https://www.preferred-networks.jp

l 設⽴：2014年3⽉

l 本社：⼤⼿町

l  PFN America, Inc. San Mateo

l 社員数 約60名

l ミッション：

IoT時代に向けた新しいコンピュータを創造する

あらゆるモノに知能をもたせ、分散知能を実現する

最先端の技術を最速で実⽤化する



Humanoid Robot

Preferred Networks’ positioning in AI: Industrial IoT
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 データの「量」の爆発とリアルタイム処理 
l  IoTデータはクラウドに送るのはコスト的に困難

–  データの価値密度が低く、コストに⾒合わない

l  アプリケーションによっては遅延が許されない

Conjecture：“Edge-Heavy Data”
Edge Heavy アーキテクチャを提案

IEEE Second Workshop on Architectures and Systems for Big Data (ASBD 2013)



データの「種類」も爆発しもはや⼈⼿では処理できない

Edge Heavy Computingに向けた分散プラットフォーム

全ての処理をエッジ、FOG、クラウドが協調してシームレスに処理できるように

ディープラーニングで繋いだインテリジェントプラットフォーム

Edge

クラウド

センシング 前処理 解析 判断

最適化 / 学習⾃動
& 

リアルタイム
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Chainer : ディープラーニングフレームワーク

ü  Pythonプログラムで⾃由にネットワーク記述可能 

ü  最新の深層学習の様々なアルゴリズムをネイティブにサポート 

ü  データごとにオンデマンドでのネットワーク構築が可能 

ü  マルチGPU対応(Model Parallel / Data Parallel) 

ü  2015年6⽉の公開以降，産業界，研究界で広く使われている
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ディープラーニング フレームワーク

主要実装⾔語 Python C++ Lua Python C++/Python

主要開発者 Preferred 
Networks Inc.

BVLC Idiap Research 
Institute, 
DeepMind

Univ. of 
Montreal

Google

コミュニティ △(⽇本◎) ◎ ○ ○ ○

RNN/LSTM対
応

◎ × ○ ○ ○

動的ネット
ワーク構築

○ × × × ×

拡張性 ○ △ ○ ○ ○
ネットワーク
設計

⾔語内DSL 設定ファイル
(prototxt)

⾔語内DSL 設定ファイル
(YAML)

⾔語内DSL 
（Python）

特徴 ネットワーク動
的構築による省
リソース

画像認識が得
意

LuaJITによる⾼速
化

⾃動微分機構 マルチGPU（マル
チノード：予定）
をサポート



レーシングカー強化学習 シミュレータ 
https://research.preferred.jp/2015/06/distributed-deep-reinforcement-learning/ 



ロボットカーでの強化学習 
https://research.preferred.jp/2015/06/distributed-deep-reinforcement-learning/ 



CES2016  AIを搭載したぶつからない⾞（分散強化学習） with トヨタ 
https://research.preferred.jp/2016/01/ces2016/



バラ積みロボットの⾃動ティーチング with ファナック 
https://research.preferred.jp/2015/12/robot_binpick_deep_learning/ 
 



異常な部分を抽出する
ディープラーニング技術

異常は発⾒されない
異常を検出

正常時の波形 異常時の波形

実際の減速機から得られた
センサデータ

ディープラーニングを使った異常検知



既存⼿法で検出が遅かった異常を事前に検出

新⼿法

異
常

ス
コ

ア

故障の約40⽇前
にアラームで通知

判定閾値

既存⼿法

判定閾値

故障直前で通知

ロボット
故障

ロボット
故障
故障 50⽇前⽇

前

15⽇前

経過時間



電⼒需要量予測

l  実際の需要量に応じた発電を⾏いコストを最⼩化 

l  未来の電⼒需要量を予測 
̶  気象データ、家庭の位置情報を活⽤ 

̶  ディープラーニングの利⽤で⾼精度な予測を実現 

l  低圧の需要予測において、従来⼿法と⽐較しエラー率半減 
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ゲノム情報に基づく個々⼈に最適化された医療 (Precision Medicine)

乳がん検査の精度 
 
マンモグラフィー  ８０％ 

リキッドバイオオプシー 
（⾎液中のmicroRNA）  ９０％ 

リキッドバイオプシー 
    ＋ 
     Deep Learning    ９９％ 
     ( PFN ⽅式）    以上 



企業競争⼒の源泉はデータと計算資源

l  いかに⾼品質なデータを⼊⼿するか？

–  ⼯作機械・ロボット No.1 ファナック

–  ⾃動⾞ No.1 トヨタ

–  国内がん患者の医療データ No.1 がんセンター

l  いかに効率的に学習するか？

–  Cloud vs. Network Edge 

l  いかに学習時間を短くするか?

–  学習時間の差＝計算資源の差 が企業の競争⼒を左右する

–  現在 No.1 Nvidia GPU

u  消費電⼒、Deep Learningに最もふさわしいChipの開発競争


